



















































































                                                        















































表 2 表記の種類と記事文体別度数 
文語記事 口語記事 混在記事 合計
わが 我（474）、我ガ（67）、吾（19）、吾ガ（13） 538 27 8 573
よ 余（189）、予（6） 195 0 0 195
われ 我（127）、吾（20）、我レ（13）、予レ（1） 159 1 1 161
おのれ 己（101）、己レ（31） 129 3 0 132
ごじん 吾人（49） 49 0 0 49
ぼく 僕（17） 17 0 0 17
ごはい 吾輩（15） 15 0 0 15
わがはい 我輩（14） 14 0 0 14
せっしゃ 拙者（12） 0 12 0 12
ごせい 吾儕（10） 10 0 0 10
よはい 余輩（10） 10 0 0 10
それがし 某（4）、某シ（3） 4 0 3 7
わたくし 私（4） 0 4 0 4
よせい 余儕（2） 2 0 0 2
ぼくはい 僕輩（1） 1 0 0 1


















表 3 代名詞用法別度数 
語 一人称 反射指示 合計
わが 456 82 538
よ 195 0 195
われ 107 52 159
おのれ 0 129 129
ごじん 49 0 49
ぼく 17 0 17
ごはい 15 0 15
わがはい 14 0 14
ごせい 10 0 10
よはい 10 0 10
それがし 4 0 4
よせい 2 0 2
ぼくはい 1 0 1
合計 880 263 1143
表 4 後続助詞別度数 
語 が_体 ナシ の_体 が_用 に を は の_用 と も より てふ なり など 合計
わが_一 444 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 456
わが_反 75 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82
よ 24 100 5 26 1 3 22 3 3 7 0 0 1 0 195
われ_一 0 58 8 0 24 5 5 3 2 0 1 0 1 0 107
われ_反 0 22 9 0 7 6 0 1 4 0 1 2 0 0 52
おのれ 50 14 31 4 11 16 0 2 0 0 1 0 0 0 129
ごじん 0 28 13 0 0 2 0 6 0 0 0 0 0 0 49
ぼく 1 13 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 17
ごはい 0 10 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 15
わがはい 0 10 1 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 14
ごせい 0 6 1 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 10
よはい 0 5 2 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 10
それがし 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
よせい 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
ぼくはい 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1






















                                                        
4 「は」の場合は相当する格助詞に置き換えた場合の意味的役割について言う。 







































































































表 5 連体用法における被修飾体言 










よ ロジック・考・言（3）、胸臆・頭脳・所見（2）… 喜び・憶説・論・意・如し（1） 
われ_一  有・文章・障子ガラス・義務・民…（1）  







ぼく 論（1）  
ごはい  雲仍（2） 
わがはい  目（1） 
ごせい  如し（1） 
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